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　感染症パンデミックにおいてワクチン開発が極めて重要
な要素であることは , 今回の COVID-19 により周知となっ
た．一般に感染症研究・創薬開発においては霊長類を用い
ることが基盤となっており 1, 2），結核やエイズ等のワクチ
ンや治療薬の開発において，霊長類でモデルを作製できる
場合はそれらの霊長類モデルを用いることが必須となって
いる．また，エボラウイルスでは複数のワクチンがマウス
等を用いた系によりその効果が報告されているが，ヒトに
おいて治験を行っているのは霊長類で効果が認められたも
のだけである．
　日本でサル類を用いた創薬研究が拡大した背景にはワク
チン検定があり，筆者らの所属するセンターも発足当時（旧
国立予防衛生研究所，現国立感染症研究所）の目的はポリ
オワクチン等の国家検定に用いるカニクイザルの繁殖・安
定供給であった．近年，医科学研究を中心に霊長類の需要
が世界的に高まっているが，一方で，輸出制限等による実
験動物霊長類の減少や価格高騰に伴い，研究開発に支障を
来している．このため，実験動物霊長類の安定供給と霊長
類を用いた研究は，それぞれの国で独自に展開する必要が
ある．医薬基盤・健康・栄養研究所霊長類医科学研究セン
ターは我が国で唯一の医科学研究を目的とした霊長類セン
ターであり，約 1,600 頭のカニクイザルを完全な自家繁殖
により系統を維持し SPF 化している世界で唯一の機関で
ある 3, 4）．また，世界的にも極めて貴重な高齢カニクイザ
ルについても維持・管理を行っている．加えて，世界最大
級の霊長類感染症施設（ABSL2：160 頭，ABSL3：160 頭，

BSL3 実験室）を保有し，感染カニクイザルの作製や感染
症研究が行われている．
　本事業におけるサポート機関としての主な役割は，⑴安
定的な SPF 霊長類の供給ならびにそれらを用いた技術支
援，⑵適切な感染症霊長類モデルの作製，病態解析，そし
て評価系の樹立ならびに技術支援である．
　カニクイザルはニホンザルやアカゲザルと同じマカク属
に分類される霊長類実験動物である．カニクイザルは季節
繁殖性のニホンザルやアカゲザルと異なり，通年繁殖性で
約 28 日の性周期があり，他のマカク属と比較すると小型
で扱いやすい．繁殖に用いるカニクイザルコロニーは遺伝
学的統御がなされ，産地や家系を管理し育成・維持され，
感染症研究に最適な SPF カニクイザルは年間約 200 頭を
繁殖・生産している．さらに，繁殖手法や哺育・育成手法
が限定される感染症施設内においても，人工授精による正
常妊娠・出産に成功し，高品質な実験動物カニクイザルコ
ロニーの維持および高度化についてもアプローチを進めて
いる．
　今回の COVID-19 では，上述したように霊長類を用い
た感染症研究を行う環境が整っていたため，パンデミック
後，迅速に SARS-CoV-2 感染カニクイザルの作製に取り
組むことが出来た．新規感染症を含む感染症の流行状況や
ワクチン戦略に応じて，感染動物の作製および評価系を確
立し，ワクチン開発に貢献することが本事業における役割
である．COVID-19 ではパンデミック当初から高齢者にお
いて重症化リスクが高いことが報告されていたため，稀有
な高齢ザルを加えた検討により，感染系を樹立するととも
に，カニクイザルモデルがヒトの COVID-19 病態を反映
するモデル動物であることを示した 5, 6）．COVID-19 は，
その病態が多くの場合軽症かつ複雑であり，病態の解明が
急務であったが，積極的な感染拡大防止対策下のため，ヒ
トの臨床検体を用いた病理解析は極めて限定されていた．
このため，ヒトの病態を反映する動物モデルを用いた解析
が極めて重要な意味を持ち，生理学的機能および解剖学的
構造においてもヒトと相似する霊長類モデルが最適である
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と考えられる．パンデミックが長期化した背景には継続的
な新規変異株の出現と流行があり，その度に病原性に加え
現行ワクチンや治療薬の有効性に対する懸念が取り沙汰さ
れた．評価系プロトコル確立においては，モデル動物の感
染病態を理解した上で，目的・出口戦略に合わせた，適切
なウイルス株の使用，適切なタイミングでの評価が必須で
ある．このため，新規変異株についても感染病態・特性を
カニクイザルを用いて検証し，評価系としても確立し，現
在ワクチン等医薬品評価も複数進めている． 
　本事業では，SCARDA 各拠点との連携を強化し，霊長
類を用いた研究サポートにより，ワクチンや治療薬の研究
シーズの早期実用化を目指す．また，パンデミックの経験
を活かし，有事・平時におけるサポート基盤の高度化を図
る．安全で有効性の高いワクチンを開発するためは適切な
動物モデルが不可欠である．その “適切な動物モデル” と
して霊長類カニクイザルモデルの有望性は高く，ワクチン
開発研究において臨床応用を強力にサポートする事が期待
される．

　本稿に関連し，開示すべき利益相反状態にある企業等は
ありません．
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図 1 霊長類医科学研究センター・霊長類高度感染症施設
	 A：感染症施設外観．収容数：ABSL2・3 各区域 160 頭，小動物 64 ケージ．　
	 B：ABSL3 動物室．サル類は飼育ケージ・サル用陰圧アイソレーターにて飼育・管理されている．


